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一、はじめに
―
秀霊なる山水という自然観
明治二十七年に政教社から刊行され、当時の紀行文や風景描写のあり
方に大きな影響を与えた志賀重昂『日本風景論』は、 「日本には水蒸気の多量なる事」 「日本には火山岩の多々なる事」という日本の風土の特徴を柱に、そこに根ざした日本の自然観を展開し、ベストセラーとなった。この中で日本の火山について述べる際、志賀は富士山から記述を開始し、この富士山を の基準として次のように記している。
富士山に対する世界の嘆声此の（引用者注
―
朝鮮の文学作品に残
る「芙蓉」やオランダの博士ケムフェル、イギリスの博士ミルンの富士山に対する記述を指す）如し、豈に一辞一句だに自美自讃を要せんや、然れども理学上その優絶なる所は竟に説かざるべからず、けだし理学上富士山の優絶な 所は、その麓底の平面より峰頂に到るまで、同一距離の縦坐標を以て山を幾個に横切し、一対の縦坐標の加をその差を以て除するに常に不変数の商を得 宛として 数曲線の定則 表はすにあり。この規律の斉整に加ふるに、至妙なる美術的体式を以てす 宜べな	
	
鐘得秀霊気。築成東海湾。天工尽于此。不復出名山。
	
石野雲嶺
	
	
	 〔鐘め得たり秀霊の気、築き成す東海の湾に。天の工此に尽き、復た名山を出さず。 〕
の句や、真に「天工尽于此」 、日本人の富士山を誇揚し、彫刻に、絵画に、詩文に、俳諧に、これを以て「名山」の宗と仰視するもの偶爾にあらず。富士実は全世界「名山 の標準。
このように志賀は、石野雲嶺の漢詩を引き合いに出し、富士山を「名山」の標準と説いた。
ここで着目したいのは、志賀が挿入し、同時に訳も掲載している漢詩
の中の、 「秀霊」ということばである。
この「秀霊」は、しばしば明治期の叙景文において、山水、とりわけ
山岳の形容として定型的に用 られている美辞麗句である。
例えば美文流行のさきがけであった『美文韻文花紅葉』 （博文館、明治
二十九年）において、富士登山につ て書かれた武島羽衣「金明水」の中でも、山の風景を描写 いる際 「秀霊」が用いられている。
逶迤たる連山のいたゞきに揺曳せるなど、げに目もあやなり。 （中略）乾坤を貫ける絶大の天柱は、嶕嶢として攀づる 道も く 上に万丈の絶壁に接して、下は壁立の翠屛 ほく、白雲身を せて徐々としてのぼりゆけば秀霊 気、
「秀霊」なる山水
―
美辞麗句の中にみる風景のうつし方
湯本優希
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こうして「秀霊」は、山岳を描写する際の表現として、美文の中においても美辞麗句として用いられており、それが志賀や羽衣といった作家特有の表現を超えた表現であったことが推察できるのである。
本稿では、この「秀霊」という風景描写に用いられる表現を追い、風
景描写における とばの展開から、自然観の変容とことばに込められた風景保存の姿勢について明らかにすることを目的とした。
こうした「山＝秀霊」といった定型句、美辞麗句表現が、その表現史
の中でどのように踏襲され用いられ続け いったのか、その背景 ともに精察することによって、 がは んでいる風景を描くという行為そのものの動向をあぶり出したい。
二、山岳という自然の享受
まず、明治期における山岳文学について見ていこう。瓜生卓造氏は『日
本山岳文学史』 （東京新聞出版局、昭和五四年）の中で次のように述べいる。
江戸末期から明治初年にかけて、多くの「御雇外国人」たちが来日した。日本のスポーツ登山は、彼らによって門戸が開かれた、という。それまで 日本人の 山に登ること以外に主目的があった。
瓜生氏はこれについて「一般にそう説かれている。私は 論旨 別段異議はない」と述べながらも、日本には古来より「登山のため 登山」が存在していたと述べている。瓜生氏は、先に挙げた志賀重昂『日本風景論』とウェストンの著作「日本アルプス登山と探検」 （明治二十九年）を「日本山岳文学史上の宝典」とし、 『 風景論』につ て次 ように評した。
志賀は「春爛漫」 「秋蕭々」 「花鳥風月」に加えて、朔北の氷雪、峻山嶮岳の美を謳歌した。在来の日本にはなかった美意識である。（中略）日本の山岳美を称揚し、在来の抒情に近代科学のメスを加えた点、本書が画期的な意味を持つ結果となり、かつ文明開花の若者たちに山の魅力、実体を知らしめた。 「登山の気風を興作すべし」という彼の意図は十二分に達せられた。
	
ここでは、地質学や植物学、気象観測といった「学術登山」が行われ
る中、 「もっとも勇敢に峻岳を征服したのは地図作成の測量技師たちであった」と指摘する。 「あたかも日本の登山と登山思潮が、近代の方向を得ようとする き」に『日本風景論』は刊行され広がりを見せたのである。瓜生氏は「ただ彼独特の「日本礼讃」が随所に顔を出している点が、気にならないでもない」という疑問を呈して いるものの、おおむね『日本風景論』が世情 ともに山岳 対する描写に新たな視点を導入したことは疑いないとしてい 。
ここで挙げられたウェストンと志賀は、それぞれのちの明治三十八年
に結成される「日本山岳会」の名誉会員 なっている。この「 山岳会」は日本の近代的登山の歴史の中で大きな影響を与えた 同会では小島烏水が昭和六年に初代会長に就任している。小島烏水は、明治期における紀行文史の中で、高須梅渓が記した区分
（１）
の「第三期」に当たる、近
代的科学が導入された紀行文が執筆された時期に活躍した紀行文家であり、 『日本アルプス』を著わした山岳紀行の担い手でもあった。この小島烏水が「日本山岳会」 おおいに関わっていると うことは、明治期における紀行文、叙景文をはじめ、小説におけ 風景描写など 自然を描くというテーマのもと、山岳文学が重要な位置づけ あることがわかる
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だろう。
ここで改めて、志賀重昂『日本風景論』 （政教社、明治二十七年）につ
いてふれておこう。この志賀重昂『日本風景論』が、明治期の風景描写の転換期において常に顧みられてきたことは先述の通りであり、周知の事実である。
島本恵也『山岳文学序説』 （みすず書房、昭和六十一年）では、同書を
次のように位置づける。
要するに『日本風景論』に関しては、自然科学的認識は厳格には行使されてはいないけれども、ただそれによって古典日本人の夢想だにしなかった新しい世界が発見されたという浪漫的事実に目を注ぐべきである、
島本氏は、 「このような浪漫的傾向は文化現象であ」るとし、都府に発生した「自然を見ようとした人びと」の中 起きた現象であると続けている。
また、新海祥子・油井正昭・古谷勝則「江戸期以降の名山および名山
観の変遷に関する研究」 （ 『千葉大学園芸学部学術報告』四十七号、平成五年）では、 『日本風景論』によって山岳紀行にもたらされた新たな視点について指摘している。
明治維新（
１８６８
）を迎えると、欧米文化の導入に伴って山の見
方も大きく変化した。ここで欧米文化が名山観に与えた影響として重要な点は、①自然科学の発達と②近代登山の導入の２点である。（中略）③測量の実施により、山岳地帯が地図に表わされ、認識されるようになったことと、④国粋主義の台頭によって「由緒正しき名山」が尊重されたことである。これらの影響を具現し いるのが志
賀重昂『日本風景論』 （
１８９４
）である。 （中略）志賀は、観望し
た際の形が秀麗または特異な山を名山と呼ぶと同時に、山内に入って眼にすることのできる景観も名 の要素 している。 （中略）自然科学の発達と登山の普及により、山岳を鑑賞的、学術的に捉える気運が高まり、名山の評価基準が多様さを加えてきたことになる。
ここでは、山岳の景観の見方について「鑑賞的な見方に限定すると、江戸初期ま 山は海景の背景として捉えられていた」と先行研究をまめており、下から眺めるも として見られてきた「山岳 が足を踏み入れて眺望を得る存在へと変化していったことが指摘されている。また、この中で志賀の名山の基準について「秀麗」 言及しているが、志賀の『日本風景論』での表記は 「秀霊」となっているということを付言しておく。
これまで見てきたように、 『日本風景論』を転換点として、日本の山岳
文学、登山は欧米から導入した科学的視点やスポーツ登山に触れ、山に踏み入ることを獲得したと考えられてきた。その結果、それが山か の眺望や険峻な山に美を見いだすという新しい美観になったと捉えいる。
ここで注意しておきたいのは、このように新たな叙景を見いだしたと
される志賀の記述には、科学的視点を導入していると う点で間違 ではないものの、それまでの風景描写 主たる方法、つまり詩歌や先人の紀行に用 られてきた風景の表現を踏襲する、類型表現の集積であ 美辞麗句表現が散見されるという点である。すなわち視点の新しさはみとめられるものの、従来 風景の記述法はいまだ美辞麗句表現が用いられているということは注目すべ だろう。
志賀の『日本風景論』の中で「火山」が多いという日本の風土の特徴
が挙げられていることと、その「火山」こそ「名山」 なりやすいと志
－33－
賀が考えていたことを紹介した。志賀はこの「火山」に関する記述に紙幅を割いている。さらに、小島烏水の『日本アルプス』や「日本山岳会」の発足など、山岳紀行やその景観の捉え方が明治期の紀行文にすくなからぬ影響を与えていることを詳述してき
吉江喬松は『自然美論』 （春秋社、大正十二年）の中に「山岳美論」と
いう目次を立て、次のように述べている。
万葉集の時代から日本人は既に富士の美をうたつてゐる。けれど全体として山岳の美観を味はうよう なつたのは最近のことである。欧羅巴では、この山岳の美が一時に人間界に開放せられたのは、地上に大革命のあつた後、ロマンティスムの文芸が初めて情緒を開いて自然を感じ初めた時、即ち十九世紀初頭である。
吉江は、ヨーロッパでは、十八世紀までは「山岳と へばむしろ恐ろしい場処であり、悪魔の棲家であり、足を踏入る可き処ではな 」と考えられていたと述べ、それに比して日本人にとっての は、 「山頂を眺めるに一種崇拝の情なしではゐられなかつた」もの あるとし、 「山岳は悪魔の棲家ではなくして、寧ろ聖地であり、霊地であつた」と述べている。ここでも山頂は「眺める」ものであると捉えられていることも指摘おきたい。
この吉江喬松『自然美論』 、とりわけ「山岳美論」は、山岳文学を論じ
る上で欠かす とはできな だろう。日本とヨーロッパの山岳に対する思考の差異が明治期からの近代科学、近代登山の流れの中で説かれており、諸外国の思想を受容していた明治期に って、こうした山岳に関する捉え方の差異に自覚があったことを示している。
吉江が指摘しているように、実際には山岳に対する考え方に大きな差
異があったことに鑑みれば、近代化の中で輸入された山岳に対する新たな美観 生まれる中で用いられていた、志賀や当時の紀行文に見られ「秀霊」ということばは、同時代の山岳紀行にまつわる重層的な背景をはらんでいるのではないだろうか。
明治期の山岳に関する信仰について、川合泰代氏は「富士講からみた
聖地富士山の風景
―
東京
23区の富士塚の歴史的変容を通じて
―
」 （ 『地
理学評論』七十四巻六号、平成十三年）の中で次のように指摘している。
明治期から昭和前期にかけての、富士講の信仰習俗の特徴は、以下の４点である。第１に、富士講員は江戸末期と同様に、先達が超人的な力を持つと信じていた（引用者注
―
「富士登拝の回数の多い
人を超人的な力を持つ人とみなした」とある） 。第２に、富士講による富士登拝は、代参ではなくなり 女性や子供 老人も参加するようになった。第３に、富士登拝は道中に鉄道を用い ようになり、東京から富士山頂までの往復の所要日数が３～４日になった ４に、富士山頂を阿弥陀 住む西方極楽浄土とみなす意味づけが消失し、富士山は木花咲耶姫 どの聖地 意味づけられたが、それらを体験できる装置 創出されなかった。
川合氏は「富士山の意味づけの変容は、明治初期に富士山か 仏教的な要素が排除されたことが大きい」と指摘し こうした背景から、明治期においては「なぜ富士山が神聖なのか、理解 にくくなった」としている。先に挙げた吉江の「霊地」という信仰心に根ざした思想の根源にあったものが明治期において薄れたことこそ、明治期の山岳に関する特徴だといってよいだろう。
しかし、板坂耀子氏は『江戸の旅と文学』 （ぺりかん社、平成五年）の
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中で次のように述べている。
登山の目的が信仰か娯楽かということについては、厳密には区別しにくい。 （中略）庶民の旅にお ては、今日もそうであるように、信仰と娯楽は両立あるいは併存する場合が多い。
板坂氏は「科学的精神と支えあうかたち」で成立している近世の山岳紀行を紹介し、山岳紀行の中で宗教性が否定され 例を挙げている。すでに近世期から科学的知識を用いた紀行文は見られ、山岳信仰は薄れはじめていたことが指摘されている。これは同時に、明治期になり、じめて信仰心が弱まり近代的視点が導入さ たということへの反論になっている。
三、辞書記述「シュウレイ」の変遷
明治期における山水の美辞麗句表現である「秀霊」について、辞書記
述を追っていこう。なぜなら、現在では「シュウレイ」 い ば「秀麗」という「麗」の字を用いる方がごく一般的であるといえるからである。この「秀霊」がどのよ な変遷をたどっているのか、まず見て行きたい
まずは『日本国語大辞典』 （小学館、平成十四年）である。「秀霊」
　
きわめて霊妙なこと。すぐれていること。また、そのさま。
「秀麗」
　
すぐれてうるわしいこと。ひときわ美しく立派であること。
また、そのさま。＊
	 本朝文粋〔１０６０頃〕三・弁山水〈橘直幹〉 「表坤維之秀麗。吐霧興雲」
＊随筆・独寝〔１７２４頃〕上・七四「其内に一人秀麗閑雅にして、かたちけだかき女有」＊日本風俗備考〔１８３３〕一一「大抵、山を帯びて秀麗なる造建なり」＊青い月曜日〔１９６５～６７〕 〈開高健〉二・二十世紀ペンフレンドの会「あの白皙で秀麗な息子と挨拶しなければならないのかと思うと」＊南史
－ 陳武帝紀「此地山川秀麗、当有王者興焉、二百年後、我子孫
必鐘斯運」「霊秀」
　
きわめて霊妙なこと。ひいですぐれていること。また、そ
のさま。秀霊。＊通俗酔菩提全伝〔１７５９〕一・静中動羅漢投胎「この淅中に一座天台山あって、最（もっとも）霊秀（レイシウ）活仏住所人の所仰なり」＊真善美日本人〔１８９１〕 〈三宅雪嶺〉日本人の 質「粋然たる霊秀の気の萃る処」＊ヱマルソン〔１８９４〕 〈北村透谷〉六・二「
B
rahm
a	 に於て、霊
秀なる哲理を見」＊孟郊
－ 石楠樹詩「籠籠抱霊秀、簇簇抽芳膚」
『日本国語大辞典』では、 「秀霊」の用例は掲載されておらず、 「秀麗」と「霊秀」では中国に 故を持つ用例を含む多くの用例が掲載されている。「秀霊」と「霊秀」はほぼ同義の語釈を有しているが、 「秀霊」と「秀麗」はやはり語義が異なるものとして掲載されている。
次に『大漢和辞典』修訂二版（大修館書店、平成元年）である。
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【秀嶺】ひいでたみね。 〔孫綽、太平山銘〕秀嶺樊縕、奇峯挺崿。【秀麗】すぐれてうるはしいこと。 〔南史、陳武帝紀〕此地山川秀麗、當
㆑有
㆓王者興
㆒焉。 〔駱賓王、疇昔篇〕石鏡蛾眉眞秀麗。 〔陸游、入
㆑
蜀記〕南山重複、秀麗可
㆑愛。
【秀霊】ひいでて霊妙な。霊秀。【霊秀】㊀すぐれてひいでる。神 。 〔晉書、五行志中〕造
㆓土山
㆒、
名曰
㆓霊秀山
㆒。 〔孟郊、石楠樹詩〕籠籠抱
㆓霊秀
㆒、簇簇抽
㆓芳膚
㆒。
㊁次號。㋑晉、孫恩の字。㋺宋、趙師秀の號。
『大漢和辞典』の『語彙索引』では、この中で「秀麗」 、 「秀嶺」 、 「霊秀」のみが掲載されており、語釈においても「秀霊」のみ典故が掲載されていないため、 「秀霊」は和製漢語ではないかと推測できる。
他の美辞麗句表現では、中国漢詩を下敷きに踏襲される風景描写は数
多い。ここでは「秀麗」は山水、山川に関する美辞麗句表現として中国の漢詩文を典故に持つことが看取できるが、明治期の紀行文におい 「秀霊」が同じく山水や山川の風景を描写する表現として用 られていたのである。この「シュウレイ」と山水の結びつきの一端に 、 「嶺」を「レイ」として、山水を意味する直接的な字を含んだ賞賛の語句があったことも注目され よいだろう。
次に挙げるのは、飛田良文ほか編『明治期国語辞書大系』 （大空社、一
九九七年）の中の全三十四タイトルに見られたシュウレイである。
まずは、明治十一年『漢英対照いろは辞典』である。
秀霊
　
ひいでたる
　
E
xcellent,	 superior.
ここではすでに「秀霊」が掲載されているが、漢詩文を典故に持つ「秀麗」は並記されていない。
さらに、年数を経て明治二十二年『和漢雅俗いろは辞典』である。
秀霊
　
ひいでたる
「秀霊」は二十年代に入って多くの辞書で項目が立てられるようになっていた。
同じく明治二十二年に完成した、近代的辞書の嚆矢である大槻文彦『言
海』では次のように記述されている。
志う
－ れい（名）
　
秀霊
　
秀デスグレタルコト。
この『言海』の「秀霊」の語に施されている囲 「秀霊」が「和漢通用字」であることを示して 『言海』では、 「秀麗」という語はなく、「秀霊」だけが採録されているのである。
さらに明治二十六年に刊行された山田美妙による『日本大辞書』である。
志う・れい
　
漢語。◎｛
（秀霊）
｝殊ニ立派。◎｛
（…麗）
｝ヅヌケテ
麗シイ。
この中では 「秀霊」 「秀麗」が並記され、意味内容にも差異がみとめられ
明治二十九年の『帝国大辞典』においても、
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秀霊
　
殊にくすしく妙なるをいふ。
秀麗
　
誠に美麗なるをいふ。
と並記され、それぞれが独立した語釈を有しており、互いの項目が紹介されることはなかったことから、異なることばと認識されて たのかもしれない。 のように明治二十五年前後から「秀霊」 「秀麗」は併置され、項目の上での差別化がはかられている。
明治三十三年『日本大辞典
　
ことばの泉』訂正増補第十二版において
も、同様である。
志う
－ れい
　
秀麗。すぐれて麗はしきこと。
志う
－ れい
　
秀霊。秀でて、くすしく妙なること。
	
次に、明治四十年の『辞林』を見よう。
秀麗
　
すぐれて美麗なること。
秀霊
　
すぐれて霊妙なること。 「山水
―
の気」 。
この『辞林』では、 「秀霊」の語釈にのみ、 「山水
―
の気」 、つまり「山
水秀霊 気」という用法が紹介されている。明治四十年の時点で、 「秀霊」は「山水秀霊の気」という定型的な表現が一般的 ったこ がわかる。
本稿の冒頭で掲げた志賀重昂『日本風景論』と武島羽衣「金明水」 （ 『美
文韻文花紅葉』 ）ではいずれも「山水秀霊の気」という用い方を行 てる。 『日本風景論』は明治二十七年、 『美文韻文花紅葉』は 二 九年であり、この時 らすでに ことばは定型表現として広がりを見せて
いたのかもしれない。そして、明治四十年には、それが辞書記述において用法として紹介されるまでに定着していたとみてよいだろう。
明治四十五年の『大辞典』においても、
秀霊
　
スグレテ霊妙デアルコト。
秀麗
　
スグレテウルハシク
このように「秀霊」 「秀麗」はいまだ並記されていた。
しかし、大槻文彦『新訂大言海』 （富山房、昭和三十一年）では、
志う
－ れい
　
秀麗
　
スグレテ、ウツクシキコト。秀デ、スグレタルコト。
このように、 「秀霊」の項目はなく、 みが掲載されている。明治二十二年の『言海』では「秀霊」のみが掲載されていたことに鑑みれば、 『新訂大言海』の編纂にあたり、 「秀霊」から「秀麗」に切り替わったとみることができるだろうか。
また、 『明治期国語辞書大系』では 『国漢文辞典』 （明治三十九年）に
「霊秀
　
くしびにすぐれたること。 」と掲載されている以外に、 「レイシュ
ウ」に関する用例は見つけられなかった。
各雑誌に紀行欄が溢れた明治三十年前後
（２）
の辞書では「秀麗」と「秀霊」
のことばの意味が異なっており、 「霊」に くすしく妙なる」ものであるという意味が付与されていたのである。これは紀行文の気運が高まっていた世間の思潮と、山岳文学によ 西洋的視点の導入とそ 思想的差異の混沌など、さまざまな背景の中で明 期に用いられていた山水を表現する美辞麗句であったことがうかがえる。
次に、松井栄一ほか監修・編集『明治期漢語辞書大系』 （ 空社、一九
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九五年）の百三十五タイトルから「シュウレイ」の変遷を追ってみたい。
まずは明治八年『普通漢語字引大全』である。ここでは、 「秀嶺
　
シウ
レイ
　
ヒイデタヤマ」として、 「秀嶺」の表記のみとなっていた。
次に、明治九年の『開化節用集』である。
秀霊
　
シウレイ
　
セイレイ
ここでは、 「秀霊」のみが項目に立てられており、その語釈は「セイイ」となっている。片仮名表記のみであるため、この「セイレイ」が何を指しているのかは不明であるが、この「秀霊」はすくなくとも先に述べた国語辞書の記述における「霊（くす）しい」という意味とは重なるといえる。しかし、山水の表現であるかはわからない。
さらに明治九年の『大全漢語便覧』ではやはり「秀嶺」のみが挙げら
れ、 「レイ
　
ヒイデタヤマ」と記述されていた。
そして同年の『読書自在』には、 「秀麗
　
レイ
　
ウルハシキ」として、
「秀麗」の用例が見られた。
明治十年までで山水の形容としての機能が明確に示されている は「秀
嶺」のみである。そして「秀嶺」には明確な変化が訪れる。
明治十一年に『必携熟字集』下において、 「秀嶺
　
ヒイデタルヤマ」と
紹介されていた「秀嶺」は、明治二十二年の『漢語伊呂波字引』では、
秀嶺
　
シウレイ
　
タカキミネ
とされている。さらに明治二十九年の『明治漢語字典』 おいても、
秀嶺
　
タカキヤマ
と記されているのである。 『明治期漢語辞書大系』では「秀霊」 「秀麗」よりむしろ「秀嶺」が一貫して収録され続けている。そこでは「秀でている山」に対し でている山」とは「高い山」であ という明確な基準が付与されていった様子がうかがえる。もちろん、秀でる ことば自体に高いという意味がある 、こうした記述の変遷から「山」の名山たる基準 「高さ」が見いだされていった様子がうかがえ、これまで見てき 山岳文学における科学的視点 導入や新たな美観、西洋の観念の導入と同様の、明確 照ら あわせることが可能となる「高い」とう数値的基準の定立が見られる。しかしそれは、 「高い」ということに対する「崇高美」の導入でもあ と考えら る ろう。
話を「秀霊」 「秀麗」に戻そう。明治二十六年『漢字熟字解』では、次
のような記述が見られた。
秀麗
　
スグレウツクシ
　
秀嶺
　
ヒイデタルミネ
	
続いて明治二十七年『新撰歴史字典』では、 「秀霊」が見られた。
秀嶺
　
ヒイデタルミネ
　
秀霊
　
セイレイ
やはりここでも「セイレイ」 みである。ここで、この『新撰歴史字典』が先の明治九年の『開化節用集』を踏襲した可能性も考えられるだろう。
明治三十三年『熟語字典』では、 「秀麗
　
秀嶺」となっており、明治三
十七年『漢語辞林』では、 秀麗
　
スグレテアテヤカ。 」という「秀麗」
のみの掲載である。
明治三十九年の『作文新辞典』にお も
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秀麗（名）すぐれてうるはしき事。
として、 「秀麗」のみである。漢語辞書では、 「秀霊」と「秀麗」は並記される例は見られなかった。しかしながら、個々の語釈を見る 、 「秀霊」は「セイレイ」の記述 り、語が有する意味は異な ものである。 「秀霊」の項目が立てられてい 用例 二件しか見られ かったのは、やはり和製漢語であるからといえるだろう。
漢語辞書における「秀霊」は「セイレイ」と記述されている点は、国
語辞書と類似する「霊妙」の意味をはらんでいたといえるだろう 。翻っていえば、国語辞書の中では登場しな った「秀嶺」が漢語辞書では認識され、山水にまつわる形容として 含まれて 。
辞書記述の全体像を見ると、和製漢語だと考えられる「秀霊」と、中
国の典故にさかのぼることができる 秀麗」は、国語辞書の記述では「秀霊」のほうが早く登場している。明治期の ・国語辞書の双方では、「秀麗」は「秀霊」との差別化の目的もあってか、単に美しいことを指しているという語釈 主であった。しかしながら徐々に「秀麗」に一本化していったのだろう。
四、用例「シュウレイ」
次に、実際の用例を見ていこう。まずは明治期より前、近世期の十返
舎一九「道中膝栗毛七編上」 （ 『新編日本古典文学全集
81』小学館、平成
七年）には、次のような箇所がある。
或人の句に、花尊都に本寺〳〵かな、と詠たりしは、実も寺院堂塔の広大無辺にして、其荘厳麗秀なるいふもさらな 。
ここでは「シュウレイ」ではなく「麗秀」という用いられ方であるが、「勝景の地」を評するために用いられたことばであり、風景描写にまつわる表現であるという点は明治期と同様である。
次に、 『太陽』コーパスで「秀霊」 「秀麗」を検索してみよう。『太陽』は明治二十八年一月に創刊された総合雑誌で、創刊当初から叙
景文を掲載する「地理」欄が設けられていた。この『太陽』のコーパスで見られた用例を次の表にま めた。なお、数字のあとの（鉤括弧）内は、山水の形容として用いられている「シュウレイ」 用例数を示している。
秀霊の用例は以下の通りである。
山水秀霊の気の集る所か、古今有數の大家を輩出せしめたり（小柳司気太「支那文学一斑」明治二十八年）六朝時代の脂粉に加ふるに、山水秀霊の気を以てしたる者といふべし、 （小柳司気太「支那文学一斑」明治二十八年）亭にて見るところの風光は、
	 その嘱に
応じて哦せし七律一首の題詩、次に挙ぐるを誦し 知 べし。
	 溌眼江山看秀
霊、紅塵絶砌意清冷、 （久保天随「鎮西遊記（接前号） 」明治三十四年）想ふにリオナルドーは如何にしてかくは秀霊比びなき基督をば描き得たりけ
秀霊（靈） 霊（靈）秀 秀麗
文語 口語 文語 口語 文語 口語
明治28 	 2	（2） 	 0 	 3	（2） 	 0 	 4	（3） 	 0
明治34 	 2	（1） 	 0 	 0 	 0 	 6	（2） 	 0
明治42 	 0 	 1	（1） 	 0 	 0 	 2	（2） 	 4	（2）
大正６ 	0 	 0 	 0 	 0 	 0 	 0
大正14 	 0 	 0 	 0 	 0 	 0 	 9	（4）
合　計 	4	（3） 	 1	（1） 	 3	（2） 	 0 12	（7） 13	（6）
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る。 （高山樗牛「文芸時評」明治三十四年）◎鳥海山は院内以北、秋田に達するまでの汽車中から屡々天の一方に其秀霊な 山容を現はす。 （浅田江村「秋田大観」明治四十二年）
「秀霊」は主に山容の形容として用いられている。大正六年以降には見られなかった。
続いて、 「霊秀」の用例である。
花に於ては雅潔彼が如く山に於ては高明此の如きありと雖も亦其霊秀清淑の趣致神韻を全うして以て天下に誇揚するを得ずして共に世人に擯棄せられんとす　　
（中略）
盖し同じく山なりと雖も欧米清土に矗々たる山嶂 孰れか我が富士山と霊秀を競ふべきも ありや（野口勝一「我邦風土の美」 ）
「霊秀」は野口勝一の用いた例が二件と、人名が一件あり、計三件であった。
次に、 「秀麗」の用例を抜粋して紹介する。
其山水風光の明媚秀麗なると、其国民の敦厚義烈なると、共に妙機妙用なる天の真美に通じ、 （宮島春松「日本 音楽」明治二十八年文語）大町君が一層大臣を偉大にせられた は更 快とすべきなり、 （稍過褒の感あれども今少しく二公の比較論を試みなば、時平公は容貌秀麗才気鋭発の貴公子にして剛毅 して膽略あ 進取的政治家なり、（本多辰次郎「菅公の左遷に就いて」明治三十四年文語）
若し大小都市の停車場にして、植物を利用しこれを美装したらんには、旅行く吾人に快感を与ふると共に、観光外人をして、日本国は山水の秀麗なるのみならず、 （芳賀鍬五郎「都市の美装（台北市の装飾） 」明治四十二年口語）嵐山と大井川とあるを以て、京都は、始めて山水秀麗の地也。 （大町桂月「嵯峨の二日」明治四十二年文語）湖ではスウイス湖水中で尤も ものゝ隨一とし 数へらるゝツーンの湖がある。 （坪井九馬三（談） 「名士の瑞西観
　
スウィスの
地理と歴史」明治四十二年口語）造化が斯土に恵んだ最も秀麗なも に属するであらう。すくなくも大アルペンは、全欧の山河の玉冠である（林久男「瑞西 山と水」大正十四年口語）
「秀麗」はもとより山容に限らず、眉目秀麗のように容姿や形態にも用いられている。大正十四年の用例は林久男「瑞西の山と水」がほとんどを占めていた。しかしながらここで注目しておきたい は、明治四十二年が顕著であるように、スイスに関する形容としての用例が多く見られるということ 。明治四十二年以降の『太陽』における「秀麗」は外国の風景につい 述べているもの 多く、 の視点が、諸外国の山河へ移る傾向 あったと推測できる。とりわけスイスの用例 多さからは、やはり小島烏水の著わした『日本アルプス』に見られるように「アルプス」への関心の高さがうかがえ だろう。
前章において確認した「秀嶺」の用例は『太陽』コーパスでは見られ
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なかったが、大正十二年六月号の掲載写真の見出しに「秀嶺重畳（日本アルプス連峯） （＊写真四点） 」が見られた。ここでもやはり「アルプス」に、まつわる表現として用いられていることが確認できる。
次に、 『国民之友』コーパスを用いた「シュウレイ」の用例であるが、
『国民之友』では「秀霊」は見られなかった。
夫れ西京は、二千年来帝王の故都にして、山水秀麗、東山は笑ひ、鴨水は歌ふ、
	 地静かにして、境幽なり、 （＊「人民の手に依りて成立
する大學」明治二十一年文語）就中山水秀麗の聞え高き瑞士国及び美術の元祖たる伊太利国の如きは、最も氏の心目を喜ばし且つ氏に最も良き材料を与へたるものと知らる。 （石橋忍月「ゲェテー論」明治二十一年文語）
このように『国民之友』コーパスでは「秀麗」が二件のみ確認できた。異なる筆者による文章であるが、どちらも「山水秀麗」という定型表現として用いている。やはり「秀霊」 「秀麗」は とは切っても切り離せない定型表現であるといえよう。
明治期以降の日本の風景観として、山岳に対し、麓＝下から山を眺め
るものではなく、頂上まで登ったのちに山の上からの景色を眺めるものであ という変化があったことを先述した ここで着目しておきたいのは、山に登るという行為が近代的であるかどうかはさておき、山岳
―
と
りわけ頂上付近
―
を霊妙な場であると捉えてきたという考え方である。
「山水秀霊の気」という美辞麗句表現の中には、こうした考え方によって得られた山水をうつし取ろうとしてい 行為が残されてい の はないだろうか。
五、おわりに
―
風景へのうつし方
明治期の文章表現の大きな特徴のひとつに、この「秀霊」のように、
風景を表現する類型的な表現である美辞麗句表現が採録された美辞麗句集が数多く刊行されていたことが挙げられる。そして、実際に著わされた紀行文の中に美辞麗句表現が散見されることから、当時の文章表現に対する欲求、すなわち、学習によって得ら 審美的で類型的な表現を自身の文章中に巧み 用いていこうとする欲求が人びとの心の中にあり、そうした一層を通して風景をうつし取ることが行われていたと指摘できる。 して、そのように生 出された風景が踏襲されていったこ で、美辞麗句表現によってうつし取られた風景は保存されていたのである。
志賀重昂が『日本風景論』の中で述べた「名山」の標準は「一、山の
全体は美術的体式と幾何的体式とを相調合按排せるもの。二、然 ども一山中の境遇は変化多々 してかつ不規律なるもの」であり、志賀は「これなりと信ず」と締めくくっている。これに続けて「火山」を賞賛し「要するに「名山」とは火山の別称なり」と結論づけ、日本の山々の美しさに言及していく である。
志賀は日本の風土の特徴から「名山」について記そうとする前段階の、
名山を名山たら める標準について説く場面で、 「秀霊」の語 含む詩引用している。 『日本風景論』以降、いわゆる近代的視点 行使しはじめたとされる近代紀行文（と わけ山岳紀行）においても、 「秀霊」とい表現は消えることなく用いられ続けていた。さら 明治四十年には 国語辞書の記述の中で「山水秀霊の気」という定型句が用法 記述されるほどに浸透していたの あ
板坂耀子氏は前掲書『江戸の旅と文学』 （ぺりかん社、平成五年）にお
いて、風景描写について次のように言及してい 。
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もとより、紀行文と風景描写は切りはなせない。だが、現実には近世紀行の作品中に風景描写といえる部分 案外に少ないのである。その中で、山岳紀行は、各自の風景に関する見解や議論も含めた、種々の美景の表現を明確に生んでおり、この点から近世紀行を検討していこうとする時、さまざまな意味で、当時 日本人の美景観さぐる一つの基準や典型となりうるものである。
板坂氏が指摘するように、近世期から明治期という「紀行」が数多く執筆され、紀行欄などの読者投稿欄としても盛り上がりを見せていた時期に風景描写、つまり叙景文が山岳に対する文章として浮かんでくるのは、単なる偶然ではないだろう。
山岳文学における叙景は突然明治期になって立ち現れたものではなく
長い歴史を持つものであり、それらが西洋美観の受容の中で日本人の独特の感性として位置づけることができた時、その風景描写を担った表現こそ「秀霊」であったのであ 。この「秀霊」の重層的背景には、明治期における、新たな美観や科学的視点が導入されつつも、山岳をくすしいものとして享受していた先人たちのフィルター越しの風景を、ことばの上で共有していた人び の叙景 思潮そのも が顕現 ているといえよう。
注
（
1）		
高須梅渓「明治の美文と紀行文」 （ 『日本文学講座』第十二巻、改
造社、昭和九年） 。梅渓はこの中で明治二十年頃までを第一期、明治二十年～三十年頃までを第二期、第三期は第二期以降から明治末期までとしている。
（
2）		
拙稿「美辞麗句によって 幻出」される風景
―
明治三十年代の
『文芸倶楽部』を視座として
―
」 （ 『立教大学日本文学』第一一五
号、平成二十八年） 。
※引用の際、旧字は新字に改め、傍点・ルビ等は適宜省略した。
（ゆもとゆき
　
立教大学日本学研究所研究員）
